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が得られた。 
 
＜考察＞ 
 今回の実験で定量的な結果が得られなかった要因は、 
１、使用した液体と粒子の比重、抵抗が系に合わない。 
２、粒子数が少なすぎる。 
ということが挙げられる。今後はこれらの点について改善したのち、実験を継続したいと考えている。
 
＜今後の課題＞ 
今回の研究では今後実験、考察に値する多くの示唆が得られた。以下ではそれらについて簡単にまと
めておく。 
１、流体との相違点 
 今回理解を試みた粉粒体は流体としての側面を持つ一方で、相違点を持っていることもわかった。
特に粉粒体には一般に流体力学で議論されるような熱力学的関係式は成立しないと考えられる。した
がって、実験、数値計算による現象論的アプローチを考えるとともに、力学的諸法則からのアプロー
チも重要であると思われる。流体で成り立つようなトリチェリの定理やベルヌーイ方程式に変わる法
則が存在する可能性がある。 
 
２、レイノルズの力学的相似則 
 今回の実験では粒子数やサイズ、使用する液体の粘性等について深く考えなければならないことが
分かった。そのような反省から、レイノルズの相似則が成立するか否かについても今後の実験で明ら
かにしたいと考えている。 
 
３、数値計算の精度向上とより複雑な系の実装 
 今後の数値計算ではより精度の高いと思われる方法を試みたいと考えている。また、今回の計算で
使用した運動方程式には、粒子間の鎖状結合や、曲げによるエネルギー散逸項が含まれていなかった。
よりうどんに近いモデルを考えるうえでもこれらの項は必要不可欠であると考えられるため、今後検
討していきたい。 
 
 
 
 
 
